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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信環境においてフェムトノードのためのダウンリンク符号を選択する方法
であって、
　１台以上の隣接するフェムトノードおよび１台以上のマクロセル基地局のうちの少なく
とも１つからダウンリンク伝送情報を受信することと、
　検出閾値を上回るパイロットエネルギーをそれぞれが有する検出済みダウンリンク符号
の第１の集合を認識するため前記ダウンリンク伝送情報を評価することと、
　前記フェムトノードのため予約されたダウンリンク符号の第２の集合を判定することと
、
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合と前記ダウンリンク符号の第２の集合との
間の相関関係に応じて前記ダウンリンク符号の第２の集合からユーザ設備へのサービス提
供と共に用いられる最適ダウンリンク符号を選択することと、
を備え、
　前記最適ダウンリンク符号を選択することは、前記相関関係が、前記ダウンリンク符号
の第２の集合の中のすべてのダウンリンク符号が前記検出済みダウンリンク符号の第１の
集合に包含されることを示すとき、最小量の検出済みエネルギーをもつダウンリンク符号
を選択することを備える、方法。
【請求項２】
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の部分集合が前記ダウンリンク符号の第２
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の集合に包含され、前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の残りがマクロセルと関
連付けられたダウンリンク符号の第３の集合に包含されている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記検出閾値は、プリセットされた閾値または適応的に判定された閾値のうちの一方で
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　自己校正の一部として前記最適ダウンリンク符号を自律的に選択することをさらに備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記最適ダウンリンク符号を選択することは、前記相関関係が、前記ダウンリンク符号
の第２の集合のうちの１つ以上のメンバが前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の
メンバではないことを示すとき、前記ダウンリンク符号の第２の集合から、前記検出済み
ダウンリンク符号の第１の集合のメンバではないダウンリンク符号を無作為的に選択する
ことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ダウンリンク伝送情報を受信する動作と、前記ダウンリンク伝送情報を評価する動作と
、前記最適ダウンリンク符号を選択する動作とは、周期的に繰り返される、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　１台以上の隣接するフェムトノードおよび１台以上のマクロセル基地局のうちの少なく
とも１つからダウンリンク伝送情報を受信するダウンリンクレシーバと、
　前記ダウンリンク伝送情報を評価することにより検出閾値を上回るパイロットエネルギ
ーをそれぞれが有する検出済みダウンリンク符号の第１の集合を認識する符号検出器と、
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合に基づいて、フェムトノードのため予約さ
れたダウンリンク符号の第２の集合からユーザ設備へのサービス提供と共に用いられる最
適ダウンリンク符号を選択する符号選択器と、
を備え、
　前記符号選択器は、さらに、前記ダウンリンク符号の第２の集合の中のすべてが前記検
出済みダウンリンク符号の第１の集合に包含されるとき、前記最適ダウンリンク符号とし
て最小量の検出済みエネルギーをもつダウンリンク符号を選択する、ワイヤレス通信装置
。
【請求項８】
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の部分集合が前記ダウンリンク符号の第２
の集合に包含され、前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の残りがマクロセルと関
連付けられたダウンリンク符号の第３の集合に包含されている、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記検出閾値は、プリセットされた閾値または適応的に判定された閾値のうちの一方で
ある、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記符号選択器は、さらに、自己校正の一部として前記最適ダウンリンク符号を自律的
に選択する、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記符号選択器は、さらに、前記最適ダウンリンク符号として、前記ダウンリンク符号
の第２の集合の中の１つ以上のダウンリンク符号から、前記検出済みダウンリンク符号の
第１の集合のメンバではないダウンリンク符号を無作為的に選択する、請求項７に記載の
装置。
【請求項１２】
　１台以上の隣接するフェムトノードおよび１台以上のマクロセル基地局のうちの少なく
とも１つからダウンリンク伝送情報を受信する手段と、
　前記ダウンリンク伝送情報を評価することにより検出閾値を上回るパイロットエネルギ
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ーをそれぞれが有する検出済みダウンリンク符号の第１の集合を認識する手段と、
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合に基づいて、フェムトノードのため予約さ
れたダウンリンク符号の第２の集合からユーザ設備へのサービス提供と共に用いられる最
適ダウンリンク符号を選択する手段と、
を備え、
　前記最適ダウンリンク符号を選択する手段は、前記ダウンリンク符号の第２の集合の中
のすべてのダウンリンク符号が前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合に包含される
とき、最小量の検出済みエネルギーをもつダウンリンク符号を選択する手段をさらに備え
る、ワイヤレス通信装置。
【請求項１３】
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の部分集合が前記ダウンリンク符号の第２
の集合に包含され、前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の残りがマクロセルと関
連付けられたダウンリンク符号の第３の集合に包含されている、請求項１２に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記検出閾値は、プリセットされた閾値または適応的に判定された閾値のうちの一方で
ある、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　自己校正の一部として前記最適ダウンリンク符号を自律的に選択する手段をさらに備え
る、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記最適ダウンリンク符号を選択する手段は、前記検出済みダウンリンク符号の第１の
集合のメンバではない前記ダウンリンク符号の第２の集合の中の１つ以上のダウンリンク
符号から、ダウンリンク符号を無作為的に選択する手段をさらに備える、請求項１２に記
載の装置。
【請求項１７】
　１台以上の隣接するホーム・フェムトノードおよび１台以上のマクロセル基地局のうち
の少なくとも１つからダウンリンク伝送情報を受信することと、
　検出閾値を上回るパイロットエネルギーをそれぞれが有する検出済みダウンリンク符号
の第１の集合を認識するため前記ダウンリンク伝送情報を評価することと、
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合に基づいて、フェムトノードのため予約さ
れたダウンリンク符号の第２の集合からユーザ設備へのサービス提供と共に用いられる最
適ダウンリンク符号を選択すること
をコンピュータに行わせるコードを備え、
　最適ダウンリンク符号を選択することをコンピュータに行わせるコードは、前記ダウン
リンク符号の第２の集合の中のすべてが前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合に包
含されるとき、前記最適ダウンリンク符号として最小量の検出済みエネルギーをもつダウ
ンリンク符号を選択することをコンピュータに行わせるコードを備える、コンピュータ読
み取り可能媒体を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１８】
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の部分集合が前記ダウンリンク符号の第２
の集合に包含され、前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の残りがマクロセルと関
連付けられたダウンリンク符号の第３の集合に包含されている、請求項１７に記載のコン
ピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１９】
　前記コンピュータ読み取り可能媒体は、
　前記最適ダウンリンク符号として前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合のメンバ
ではない前記ダウンリンク符号の第２の集合の中の１つ以上のダウンリンク符号から、ダ
ウンリンク符号を無作為的に選択すること、
をコンピュータに行わせるコードをさらに備える、請求項１７に記載のコンピュータ・プ
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ログラム・プロダクト。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信システムにおいて、
　メモリと、
　前記メモリに動作的に連結され、
　　１台以上の隣接するフェムトノードおよび１台以上のマクロセル基地局のうちの少な
くとも１つからダウンリンク伝送情報を受信することと、
　　検出閾値を上回るパイロットエネルギーをそれぞれが有する検出済みダウンリンク符
号の第１の集合を認識するため前記ダウンリンク伝送情報を評価することと、
　　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合に基づいて、フェムトノードのため予約
されたダウンリンク符号の第２の集合からユーザ設備へのサービス提供と共に用いられる
最適ダウンリンク符号を選択することであって、前記最適ダウンリンク符号を選択するこ
とは、前記ダウンリンク符号の第２の集合の中のすべてのダウンリンク符号が前記検出済
みダウンリンク符号の第１の集合に包含されるとき、最小量の検出済みエネルギーをもつ
ダウンリンク符号を選択することを備える、最適ダウンリンク符号を選択することと、
のため構成されているプロセッサと、
を備える装置。
【請求項２１】
　前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の部分集合が前記ダウンリンク符号の第２
の集合に包含され、前記検出済みダウンリンク符号の第１の集合の残りがマクロセルと関
連付けられたダウンリンク符号の第３の集合に包含されている、請求項２０に記載の装置
。
【請求項２２】
　前記最適ダウンリンク符号を選択することは、前記検出済みダウンリンク符号の第１の
集合のメンバではない前記ダウンリンク符号の第２の集合の中の１つ以上のダウンリンク
符号から、ダウンリンク符号を無作為的に選択することをさらに備える、請求項２０に記
載の装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
［３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９の下の優先権の主張］
　本願は、本願と同一出願人による代理人文書番号０８１５９１Ｐ１が割り当てられた２
００８年５月１３日付け出願の米国仮特許出願第６１／０５２，９１１号および代理人文
書番号０８１５９１Ｐ２が割り当てられた２００８年７月２日付け出願の米国仮特許出願
第６１／０７７，５３４号の利益および優先権を主張し、それぞれの開示内容は参照によ
って本明細書に組み入れられる。
【技術分野】
【０００２】
　本願は、大まかに、ワイヤレス通信に係わり、より具体的には、限定されることはない
が、通信性能の改善に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、様々なタイプの通信（たとえば、音声、データ、マルチメ
ディアサービスなど）を多くのユーザに提供するために広く配備されている。高レートか
つマルチメディアデータサービスに対する要求が急速に増大しているので、性能が強化さ
れた効率的かつロバストな通信システムを実施するには課題がある。
【０００４】
　従来のモバイルフォンネットワーク（たとえば、マクロ・セルラ・ネットワーク）の基
地局を補完するため、スモールカバレッジ基地局は、例えばユーザの家屋に配備されてい
る。このようなスモールカバレッジ基地局は、一般に、アクセスポイント基地局、ホーム
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ＮｏｄｅＢ、またはフェムトセルとして知られ、よりロバストな屋内ワイヤレスカバレッ
ジをモバイルユニットに提供するために使用されることがある。典型的に、このようなス
モールカバレッジ基地局は、デジタル加入者線（ＤＳＬ）ルータまたはケーブルモデムを
介してインターネットおよびモバイル運営者ネットワークに接続されている。
【０００５】
　典型的なマクロセルラ配備では、ＲＦカバレッジは、マクロ基地局間のカバレッジを最
適化するためセルラネットワーク運営者によって計画され管理される。フェムト基地局は
、これに反して、加入者によって私的に設置され、特別なやり方で配備されることがある
。その結果、フェムトセルは、マクロセルのアップリック（ＵＬ）およびダウンリンク（
ＤＬ）の両方に干渉を引き起こすことがある。たとえば、住宅の窓付近に設置されたフェ
ムト基地局は、フェムトセルによるサービスを受けない家屋の外側にあるアクセス端末に
重大なダウンリンク干渉を引き起こすことがある。同様に、アップリンクでは、フェムト
セルによるサービスを受けるホームアクセス端末は、マクロセル基地局（たとえば、マク
ロＮｏｄｅＢ）で干渉を引き起こすことがある。
【０００６】
　フェムトセルは、無計画な配備の結果として、互いに干渉したり、マクロセルと干渉し
たりすることもある。たとえば、集合住宅では、２戸の住宅を仕切る壁付近に設置された
フェムト基地局は、隣接住宅のフェムト基地局に重大な干渉を引き起こすことがある。こ
こで、ホームアクセス端末によって認識される最有力のフェムト基地局（例えば、アクセ
ス端末によって受信されるＲＦ信号強度の点で最有力）は、必ずしも、そのフェムト基地
局によって実施される制限的な関連性ポリシーによるアクセス端末のためのサービス中の
基地局であるとは限らない。
【０００７】
　よって、干渉問題は、フェムト基地局の無線周波数（ＲＦ）カバレッジがモバイル運営
者によって最適化されず、このような基地局の配備が非定型的である通信システムにおい
て起こることがある。その結果、ワイヤレスネットワークのための改善された干渉管理の
必要性がある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、大きいマクロカバレッジおよびより小規模のカバレッジを含む通信シス
テムのいくつかのサンプル態様の簡略図である。
【図２】図２は、様々な開示された実施形態および態様が実施される、ある程度の数のユ
ーザをサポートするために構成されたワイヤレス通信システムの図示である。
【図３】図３は、ワイヤレス通信のためのカバレッジエリアを示す簡略図である。
【図４】図４は、隣接するフェムトセルを含む通信システムのいくつかのサンプル態様の
簡略図である。
【図５】図５は、フェムトノードを含むワイヤレス通信システムの簡略図である。
【図６】図６は、ノード間の通信を容易にするため利用されることがあるいくつかのサン
プルコンポーネントを表す。
【図７】図７は、フェムトセルにおける自律的なダウンリンク符号選択をサポートするア
クセスノードのいくつかのサンプル態様の簡易ブロック図である。
【図８】図８は、フェムトセルにおける自律的なダウンリンク符号選択のためのワイヤレ
ス通信システムの簡易ブロック図である。
【図９】図９は、ダウンリンク符号選択プロセスの簡易フロー図である。
【図１０】図１０は、本明細書中で教示されているようにフェムトノードのためのダウン
リンク符号を自律的に選択するために構成された装置のいくつかのサンプル態様の簡易ブ
ロック図である。
【詳細な説明】
【０００９】
　慣例により、図面に図示されている様々な特徴は正しい縮尺で描かれていないことがあ
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る。したがって、様々な特徴の寸法は明確にするため任意に拡大縮小されることがある。
さらに、いくつかの図面は明確にするため簡易化されることがある。よって、図面は所定
の装置（たとえば、機器）または方法のコンポーネントのすべてを表すものではない。さ
らに、類似した参照番号は明細書および図面を通じて類似した特徴を指定するため使用さ
れることがある。
【００１０】
　「例示的」という用語は、本明細書中では、「実施例、事例または実例としての機能を
果たす」ことを表すため使用される。本明細書中で「例示的」として記載されている実施
形態は、必ずしも他の実施形態より好ましいまたは有利であると解釈されない。
【００１１】
　添付図面と併せて後述される詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態の説明として意
図され、本発明が実施され得る唯一の実施形態を表すことを意図されていない。本説明を
通じて使用される用語「例示的」は、「実施例、事例または実例としての機能を果たす」
ことを表し、必ずしも他の例示的な実施形態より好ましいまたは有利であると解釈される
べきでない。詳細な説明は、発明の例示的な実施形態の理解を深めることを目的として特
定の細部を含む。発明の例示的な実施形態がこれらの特定の細部を用いることなく実施さ
れてもよいことは当業者に明白である。いくつかの事例では、周知の構造および機器は、
本明細書中で提案されている例示的な実施形態の新規性を曖昧にすることを避けるために
ブロック図形式で示されている。
【００１２】
　開示の様々な実施形態は後述される。本明細書中の教示が多種多様の形式で具現化され
ることがあり、本明細書中で開示された何らかの特定の構造、機能または両方が単なる代
表例であることは明白である。本明細書中の教示に基づいて、当業者は、本明細書中に開
示されている実施形態がいずれかの他の実施形態とは独立に実施されることができ、２つ
以上の実施形態が様々な形で実施されることがあることを認める。たとえば、本明細書中
に記載された実施形態をいくつでも使用して装置が実施されることがあり、または、この
ような方法が実施されることがあり、本明細書中に記載された１つ以上の実施形態に加え
て、または、１つ以上の実施形態以外に他の構造、機能、または、構造および機能を使用
して、方法が実施され得る。さらに、このような装置が実施されることがある。
【００１３】
　本明細書中の教示は、様々なタイプの通信システムおよび／またはシステムコンポーネ
ントに組み込まれることがある。いくつかの態様では、本明細書中の教示は、利用可能な
システム資源を共有することにより（たとえば、帯域幅、送信電力、符号化方式、インタ
ーリーブ方式などのうちの１つ以上を指定することにより）、複数のユーザとの通信をサ
ポートする能力がある多元接続システムで利用されることがある。たとえば、本明細書中
の教示は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、マルチキャリアＣＤＭＡ（ＭＣＣＤ
ＭＡ）、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、高速パケット接続（ＨＳＰＡ、ＨＳＰＡ＋）
システム、高速ダウンリンクパケット接続（ＨＳＤＰＡ）システム、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、単一搬送波ＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、または、他
の多元接続技術のうちのいずれか１つまたは組み合わせに適用されることがある。本明細
書中の教示を利用するワイヤレス通信システムは、ＩＳ－９５、ｃｄｍａ２０００、ＩＳ
－８５６、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＴＤＳＣＤＭＡ、および、他の規格のうちの１つ以上の規格を
実施するため設計されることがある。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線
接続（Universal Terrestrial Radio Access：ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００、または、
何らかの他のテクノロジのような無線テクノロジを実施することがある。ＵＴＲＡは、Ｗ
－ＣＤＭＡおよび低チップレート（ＬＣＲ）を含む。ｃｄｍａ２０００テクノロジは、Ｉ
Ｓ－２０００規格、ＩＳ－９５規格およびＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワー
クは、移動体通信用グローバルシステム（Global System for Mobile Communications：
ＧＳＭ（登録商標））のような無線テクノロジを実施する。ＯＦＤＭＡネットワークは、
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進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥ
ＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線テクノロジを実
施する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡおよびＧＳＭは、ユニバーサル移動体通信システム（Un
iversal Mobile Telecommunication System：ＵＭＴＳ）の一部である。本明細書中の教
示は、３ＧＰＰ長期的高度化システム（ＬＴＥ）システム、ウルトラ・モバイル・ブロー
ドバンド（ＵＭＢ）システム、および、他のタイプのシステムで実施されることがある。
ＬＴＥは、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの公表である。
【００１４】
　開示のいくつかの実施形態は、３ＧＰＰの用語を使用して説明されることがあるが、本
明細書中の教示は３ＧＰＰ（Ｒｅ１９９、Ｒｅ１５、Ｒｅ１６、Ｒｅ１７）テクノロジと
３ＧＰＰ２（ＩｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ　ＲｅｌＯ、ＲｅｖＡ、ＲｅｖＢ）テクノロジ
および他のテクノロジとに適用されることがあることが理解されるべきである。
【００１５】
　図１は、マクロカバレッジ（たとえば、一般にマクロ・セル・ネットワークと称される
３Ｇネットワークのような広域セルラネットワーク）と、より小規模なカバレッジ（たと
えば、住宅または建物に基づくネットワーク環境）とを含むネットワークシステム１００
を示す。アクセス端末１０２Ａのようなノードがネットワークの中を進むと、アクセス端
末１０２Ａは、マクロ・カバレッジ・エリア１０６によって表されるようなマクロカバレ
ッジを提供するマクロアクセスノード１０４（本明細書中でマクロノードと称されること
もある）によるサービスを所定の場所で受けることがあるが、同時にアクセス端末１０２
Ａは、小規模カバレッジエリア１１０によって表されるようなより小規模なカバレッジを
提供する小規模アクセスノード１０８（本明細書中で小規模ノードと称されることもある
）によるサービスを他の場所で受けることがある。いくつかの態様では、小規模ノード１
０８は、増分的な能力増加、建物内カバレッジ、および、異なるサービス（たとえば、よ
りロバストなユーザ体験のためのサービス）を提供するため使用されることがある。
【００１６】
　詳細に後述されるように、小規模アクセスノード１０８は、所定のサービスを所定のノ
ード（たとえば、屋内アクセス端末１０２Ｂ）に提供しないことがあるという点で制限さ
れることがある。その結果として、カバレッジホールがマクロ・カバレッジ・エリア１０
６に形成されることがある。
【００１７】
　カバレッジホールのサイズは、マクロアクセスノード１０４および小規模ノード１０８
が同じ周波数搬送波で動作するかどうかに依存することがある。たとえば、ノード１０４
および１０８が（たとえば、同じ周波数搬送波を使用する）共通のチャネルにあるとき、
カバレッジホールは小規模カバレッジエリア１１０に厳密に一致することがある。よって
、この場合、アクセス端末１０２Ａは、（たとえば、アクセス端末１０２Ｂの想像図によ
って示されているような）小規模カバレッジエリア１１０の内部にあるとき、マクロカバ
レッジを失うことがある。
【００１８】
　小規模ノード１０８は、たとえば、フェムトノードまたはピコノードであろう。フェム
トノードは、たとえば、家またはアパートのような、制限されたカバレッジエリアを有す
るアクセスノードであろう。マクロエリアより狭く、フェムトエリアより広いエリアにカ
バレッジを提供するノードは、（たとえば、商業ビルの内部のカバレッジを提供する）ピ
コノードと称されることがある。本明細書中の教示は、様々なタイプのノードおよびシス
テムを用いて実施されることがあると認められるはずである。たとえば、ピコノード、ま
たは、何らかの他のタイプのノードは、異なる（たとえば、より大型の）カバレッジエリ
アのためのフェムトノードと同じまたは類似した機能を提供することがある。よって、よ
り十分に後述されるように、フェムトノードと同様に、ピコノードは制限されることがあ
り、ピコノードは１つ以上のホームアクセス端末等々と関連付けられることがある。
【００１９】
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　ノード１０４および１０８が（たとえば、異なる周波数搬送波を使用する）隣接するチ
ャネルにあるとき、小規模ノード１０８からの隣接チャネル干渉の結果として、より小型
のカバレッジホール１１２がマクロ・カバレッジ・エリア１０４に作成されることがある
。よって、アクセス端末１０２Ａが隣接チャネルで動作するとき、アクセス端末１０２Ａ
は、小規模ノード１０８により接近した場所で（たとえば、より小型のカバレッジホール
１１２のすぐに外側で）マクロカバレッジを受信することがある。
【００２０】
　システム設計パラメータに依存して、共通のチャネル・カバレッジ・ホールは比較的大
きい。たとえば、小規模ノード１０８の送信電力が０ｄＢｍであるとき、自由空間伝搬損
失と、小規模ノード１０８とアクセス端末１０２Ｂとの間に仕切りが存在しない最悪のケ
ースとを想定して、小規模ノード１０８が少なくとも同じ熱雑音フロアである半径はおよ
そ４０メートル程度である。
【００２１】
　よって、マクロ・カバレッジ・エリア１０６における機能停止の最小化と、指定された
より小規模な環境内の適切なカバレッジ（たとえば、家の中のフェムトノード１０８のカ
バレッジ）の維持との間にはこれだけトレードオフが存在する。たとえば、制限されたフ
ェムトノード１０８がマクロ・カバレッジ・エリア１０６のエッジにあるとき、ビジット
アクセス端末（visiting access terminal）がフェムトノード１０８に接近すると、ビジ
ットアクセス端末（visiting access terminal）は、マクロカバレッジを失い、呼を停止
する可能性がある。このような場合、マクロ・セルラ・ネットワークのための１つの解決
策は、ビジタアクセス端末（visitor access terminal）を（たとえば、フェムトノード
からの隣接するチャネル干渉が小さい）別の搬送波へ移すことである。しかし、各運営者
が利用できるスペクトルは制限されているので、別個の搬送波周波数の使用は常に現実的
というわけではない。その結果、他の運営者と関連付けられたビジタアクセス端末（visi
tor access terminal）は、この搬送波に関して制限されたフェムトノード１０８によっ
て作成されたカバレッジホールによる損害を受けることがある。
【００２２】
　図２は、様々な開示された実施形態および態様が実施されることがある、ある程度の数
のユーザをサポートするため構成されたワイヤレス通信システム１００の別の表現を示し
ている。一例として、図１Ｂに示されているように、ワイヤレス通信システム１００は、
たとえば、各セルが（ＡＰ　１０４Ａ～１０４Ｇのような）対応するアクセスポイント（
ＡＰ）１０４によるサービスを受けているマクロセル１０２Ａ～１０２Ｇのような複数の
セル１２０のための通信を提供する。各セルは１つ以上のセクタにさらに分割されること
がある。代わりにユーザ設備（ＵＥ）と称されることもある様々なアクセス端末（ＡＴ）
１０２（たとえば、ＡＴ　１０２Ａ～１０２Ｋ）は、システム全体に分散している。各Ａ
Ｔ　１０２は、たとえば、ＡＴがアクティブ状態であるかどうか、および、ソフトハンド
オフ状態にあるかどうかに依存して、所定の時点に順方向リンク（ＦＬ）および／または
逆方向リンク（ＲＬ）上で１台以上のＡＰ　１０４と通信することがある。ワイヤレス通
信システム１００は、広い地理的領域にサービスを提供することがあり、たとえば、マク
ロセル１０２Ａ～１０２Ｇは近傍にある数ブロックを対象にすることがある。
【００２３】
　様々なアプリケーションにおいて、他の用語がマクロノード１０４、フェムトノード１
０８またはピコノードを指すため使用されることがある。たとえば、マクロノード１０４
は、アクセスノード、基地局、アクセスポイント、ｅＮｏｄｅＢ、マクロセル、マクロＮ
ｏｄｅＢ（ＭＮＢ）などのように構成されるか、または、称されることがある。同様に、
フェムトノード１０８は、ホームＮｏｄｅＢ（ＨＮＢ）、ホームｅＮｏｄｅＢ、アクセス
ポイント基地局、フェムトセルなどのように構成されるか、または、称されることがある
。同様に、マクロノード、フェムトノード、または、ピコノードと関連付けられたセルは
、それぞれ、マクロセル、フェムトセル、または、ピコセルと称されることがある。
【００２４】



(9) JP 5539329 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

　前述の通り、フェムトノード１０８は、いくつかの態様で制限されることがある。たと
えば、所定のフェムトノード１０８は、制限されたアクセス端末１０６の集合だけにサー
ビスを提供することがある。よって、いわゆる制限された（または閉鎖的な（closed））
関連性をもつ配備では、所定のアクセス端末１０６は、マクロ・セル・モバイル・ネット
ワークと制限されたフェムトノード１０８（たとえば、対応するユーザ住宅内にあるフェ
ムトノード）の集合とによるサービスを受けることがある。
【００２５】
　制限されたフェムトノード１０８（クローズド・サブスクライバ・グループ・ホームＮ
ｏｄｅＢと称されることもある）と関連した制限供給されたアクセス端末１０６のセット
は、必要に応じて一時的または永続的に拡張されることがある。いくつかの態様では、ク
ローズド・サブスクライバ・グループ（ＣＳＧ）は、アクセス端末の共通アクセス制御リ
ストを共有するアクセスノード（たとえば、フェムトノード）の集合として定義されるこ
とがある。いくつかの実施では、領域内の全フェムトノード（または、全ての制限された
フェムトノード）が、フェムトチャネルと称されることがある指定されたチャネル上で動
作することがある。
【００２６】
　様々な関係が、制限されたフェムトノードと所定のアクセス端末との間に定義されるこ
とがある。たとえば、アクセス端末の観点から、オープン・フェムトノードは、関連性が
制限されていないフェムトノードを指すことがある。制限されたフェムトノードは何らか
の形で制限されている（たとえば、関連性および／または登録に関して制限されている）
フェムトノードを指すことがある。ホーム・フェムトノードは、アクセス端末がアクセス
し作動することを許可されているフェムトノードを指すことがある。ゲスト・フェムトノ
ードは、アクセス端末がアクセスまたは作動することを一時的に許可されているフェムト
ノードを指すことがある。エイリアン・フェムトノードは、アクセス端末が、たとえば、
おそらく緊急事態（たとえば、９１１呼）を除いて、アクセスまたは作動することを許可
されないフェムトノードを指すことがある。
【００２７】
　制限されたフェムトノードの観点から、ホームアクセス端末（またはホームユーザ設備
、「ＨＵＥ」）は、制限されたフェムトノードにアクセアスすることを許可されるアクセ
ス端末を指すことがある。ゲストアクセス端末は、制限されたフェムトノードへの一時的
なアクセスを伴うアクセス端末を指すことがある。エイリアンアクセス端末は、おそらく
９１１呼のような緊急事態を除いて、制限されたフェムトノードへのアクセスが許可され
ていないアクセス端末を指すことがある。よって、ある態様では、エイリアンアクセス端
末は、制限されたフェムトノードに登録する資格または許可がないものとして定義される
。制限されたフェムトセルによって現在制限されている（たとえば、アクセス拒絶されて
いる）アクセス端末は、本明細書中では、ビジタアクセス端末と称されることがある。ビ
ジタアクセス端末は、よって、サービスが許可されていないときにエイリアンアクセス端
末に対応し、サービスが一時的に許可されているときにゲストアクセス端末に対応する。
【００２８】
　図３は、数個のトラッキングエリア３０２（または、ルーティングエリアもしくはロケ
ーションエリア）が定義されるネットワークのカバレッジマップ３００の実施例を示す。
特に、トラッキングエリア３０２Ａ、３０２Ｂおよび３０２Ｃと関連付けられたカバレッ
ジのエリアは図３中の太い線によって描かれている。
【００２９】
　システムは、たとえば、マクロセル３０４Ａおよび３０４Ｂのような（六角形によって
表現された）複数のセル３０４を介して、対応するアクセスノード３０６（たとえば、ア
クセスノード３０６Ａ～３０６Ｃ）によるサービスを受ける各セルとのワイヤレス通信を
提供する。図３に示されているように、アクセス端末３０８（たとえば、アクセス端末３
０８Ａおよび３０８Ｂ）は、所定の時点でネットワーク全体の様々な場所に分散している
。各アクセス端末３０８は、アクセス端末３０８がアクティブ状態であるかどうか、およ
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び、たとえば、ソフトハンドオフ状態にあるかどうかに依存して、所定の時点で順方向リ
ンク（ＦＬ）および／または逆方向リンク（ＲＬ）上の１台以上のアクセスノード３０６
と通信することがある。
【００３０】
　トラッキングエリア３０２は、フェムト・カバレッジ・エリア３１０をさらに含む。本
実施例では、フェムト・カバレッジ・エリア３１０（たとえば、フェムト・カバレッジ・
エリア３１０Ａ～３１０Ｃ）のそれぞれは、マクロ・カバレッジ・エリア３０４（たとえ
ば、マクロ・カバレッジ・エリア３０４Ｂ）の範囲内に描かれている。しかし、フェムト
・カバレッジ・エリア３１０は、マクロ・カバレッジ・エリア３０４の内部に完全に位置
しないことがあると認められるはずである。実際には、多数のフェムト・カバレッジ・エ
リア３１０は所定のトラッキングエリア３０２またはマクロ・カバレッジ・エリア３０４
を用いて定義されることがある。同様に、１つ以上のピコ・カバレッジ・エリア（図示せ
ず）は、所定のトラッキングエリア３０２またはマクロ・カバレッジ・エリア３０４の内
部に定義されることがある。図３の複雑さを軽減するため、少数のアクセスノード３０６
、アクセス端末３０８、および、フェムトノード７１０だけが示されている。
【００３１】
　図４は、フェムトノード４０２がアパート建物に配備されているネットワーク４００を
示す。特に、本実施例では、フェムトノード４０２Ａはアパート１に配備され、フェムト
ノード４０２Ｂはアパート２に配備されている。フェムトノード４０２Ａは、アクセス端
末４０４Ａのためのホームフェムトである。フェムトノード４０２Ｂはアクセス端末４０
４Ｂのためのホームフェムトである。
【００３２】
　図４に示されているように、フェムトノード４０２Ａおよび４０２Ｂが制限されている
場合、各アクセス端末４０４（たとえば、４０４Ａおよび４０４Ｂ）は、これの関連付け
られた（たとえば、ホーム）フェムトノード４０２によるサービスだけを受けることがあ
る。しかし、ある種の場合、制限された関連性は、否定的な幾何学的状況と、フェムトノ
ードの故障とをもたらすことがある。たとえば、図４では、フェムトノード４０２Ａは、
フェムトノード４０２Ｂよりアクセス端末４０４Ｂに接近し、したがって、アクセス端末
４０４Ｂにより強い信号を提供する。その結果、フェムトノード４０２Ａは、アクセス端
末４０４Ｂでの受信と過度に干渉することがある。このような状況は、関連付けられたア
クセス端末４０４が最初にシステムを捕捉しシステムに接続された状態を維持するフェム
トノード４０２Ｂの周りでカバレッジ半径に影響を与えることがある。
【００３３】
　図５は、１台以上のフェムトノードがネットワーク環境の内部に配備されている例示的
な通信システム５００を示す。フェムトノード環境の接続は、この通信システム５００の
範囲内で様々に確立されることがある。特に、システム５００は、比較的小規模なネット
ワーク環境（たとえば、１戸以上のユーザ住宅５３０）に設置された複数のフェムトノー
ド５１０（たとえば、フェムトノード５１０Ａおよび５１０Ｂ）を含む。各フェムトノー
ド５１０は、ＤＳＬルータ、ケーブルモデム、ワイヤレスリンク、または、他の接続手段
（図示せず）を介して、広域ネットワーク５４０（たとえば、インターネット）およびモ
バイル運営者コアネットワーク５５０に連結されている。本明細書中で説明されているよ
うに、各フェムトノード５１０は、関連付けられたアクセス端末５２０（たとえば、アク
セス端末５２０Ａ）と、選択的に、他のアクセス端末５２０（たとえば、アクセス端末５
２０Ｂ）とに役立つように構成されることがある。換言すると、フェムトノード５１０へ
のアクセスは制限されることがあり、それによって、所定のアクセス端末５２０は、指定
された（たとえば、ホーム）フェムトノード５１０の集合によるサービスを受けることが
あるが、指定されていないフェムトノード５１０（たとえば、近傍のフェムトノード５１
０）によるサービスを受けないことがある。アクセス端末５２０は、本明細書中ではユー
ザ設備５２０（ＵＥ）と称されることもある。フェムトノード５１０は、同様に本明細書
中ではホームＮｏｄｅＢ（ＨＮＢ）と称されることがある。



(11) JP 5539329 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【００３４】
　フェムトノード５１０の所有者は、たとえば、モバイル運営者コアネットワーク５５０
を通じて提供される３Ｇモバイルサービスのようなモバイルサービスに加入することがあ
る。さらに、アクセス端末５２０は、マクロ環境および小規模（たとえば、住宅）ネット
ワーク環境の両方で動作する能力をもつことがある。換言すると、アクセス端末５２０の
現在位置に依存して、アクセス端末５２０は、マクロ・セル・モバイル・ネットワーク５
５０のアクセスノード５６０、または、フェムトノード５１０（たとえば、対応するユー
ザ住宅５３０の内部にあるフェムトノード５１０Ａおよび５１０Ｂ）の集合の中のいずれ
か１台によるサービスを受けることがある。たとえば、加入者が自分の家の外に居るとき
、加入者は、標準的なマクロ・アクセス・ノード（たとえば、ノード５６０）によるサー
ビスを受けることがあり、加入者が家に居るとき、加入者はフェムトノード（たとえば、
ノード５１０Ａ）によるサービスを受けることがある。ここでは、フェムトノード５１０
は既存のアクセス端末５２０との下位互換性があることが認められるはずである。
【００３５】
　本明細書中で説明されている実施形態では、フェムトノード５１０の所有者は、たとえ
ば、モバイル運営者コアネットワーク５５０を通じて提供される３Ｇモバイルサービスの
ようなモバイルサービスに加入し、ＵＥ　５２０は、マクロセルラ環境および住宅小規模
ネットワーク環境の両方で動作する能力がある。
【００３６】
　ホーム・フェムトノードは、ＡＴまたはＵＥが動作することが許可される基地局である
。ゲスト・フェムトノードは、ＡＴまたはＵＥが動作することが一時的に許可される基地
局を指し，エイリアン・フェムトノードは、ＡＴまたはＵＥが動作することが許可されな
い基地局である。
【００３７】
　フェムトノード５１０は、単一周波数で、または、代替的に、多重周波数で配備される
ことがある。特殊な構成に依存して、単一周波数、または、多重周波数のうちの１つ以上
は、マクロノード（たとえば、ノード５６０）によって使用される１つ以上の周波数と重
なり合うことがある。
【００３８】
　アクセス端末５２０は、マクロネットワーク５５０またはフェムトノード５１０のいず
れかと通信するが、両方と同時に通信しないように構成されることがある。さらに、フェ
ムトノード５１０によるサービスを受けるアクセス端末５２０は、マクロネットワーク５
５０とソフトハンドオーバ状態にないことがある。
【００３９】
　いくつかの態様では、アクセス端末５２０は、この接続が可能であるときは常に好まし
いフェムトノード（たとえば、アクセス端末５２０のホーム・フェムトノード）に接続す
るように構成されることがある。たとえば、アクセス端末５２０がユーザの住宅５３０内
にあるときは常に、アクセス端末５２０はホーム・フェムトノード５１０だけと通信する
ことが望ましいことがある。
【００４０】
　いくつかの態様では、アクセス端末５２０が、マクロ・セルラ・ネットワーク５５０内
部で動作するが、（たとえば、好ましいローミングリストの中に定義されているような）
最も好ましいネットワークに存在していない場合、アクセス端末５２０は、より良いシス
テムが現在利用可能であるかどうかを判定するため利用可能なシステムの周期的なスキャ
ニングと、それに続くこのような好ましいシステムとの関連付けの試みとを含むことがあ
るベター・システム・リセレクション（ＢＳＲ）を使用して、最も好ましいネットワーク
（たとえば、好ましいフェムトノード５１０）をサーチし続けることがある。捕捉エント
リを用いて、アクセス端末５２０は特定の帯域およびチャネルのためのサーチを制限する
ことがある。たとえば、最も好ましいシステムのサーチは周期的に繰り返されることがあ
る。好ましいフェムトノード５１０の発見時に、アクセス端末５２０は、これのカバレッ
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ジエリア内部で留まる好ましいフェムトノード５１０を選択することがある。
【００４１】
　本明細書中の教示は、複数のワイヤレスアクセス端末のための通信を同時にサポートす
るワイヤレス多元接続通信システムで利用されることがある。前述の通り、各端末は、順
方向リンクおよび逆方向リンク上の伝送によって１台以上の基地局と通信することがある
。順方向リンク（またはダウンリンク）は、基地局から端末への通信リンクを指し、逆方
向リンク（またはアップリンク）は端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リン
クは、１入力１出力システム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システム、または、他のタイプ
のシステムを介して確立されることがある。
【００４２】
　ＭＩＭＯシステムは、データ通信のため複数の送信アンテナ（ＮＴ）および複数の受信
アンテナ（ＮＲ）を利用する。ＮＴ個の送信アンテナおよびＮＲ個の受信アンテナによっ
て形成されたＭＩＭＯチャネルは、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ，ＮＲ｝であり、空間チャネルと
称されることもある複数の独立チャネル（ＮＳ）に分割されることがある。ＮＳ個の独立
チャネルのそれぞれは次元に対応する。ＭＩＭＯシステムは、複数の送信アンテナおよび
複数の受信アンテナによって作成された付加的な次元性が利用される場合、改善された性
能（たとえば、より高いスループットおよび／またはより高い信頼性）を提供することが
ある。
【００４３】
　ＭＩＭＯシステムは、時分割複信（ＴＤＤ）および周波数分割複信（ＦＤＤ）をサポー
トすることがある。ＴＤＤシステムでは、順方向リンク伝送および逆方向リンク伝送は同
じ周波数領域にあるので、相反定理が逆方向リンクチャネルからの順方向リンクの推定を
可能にする。これは、複数のアンテナがアクセスポイントで利用できるとき、アクセスポ
イントが順方向リンク上で送信ビーム形成利得を抽出することを可能にする。本明細書中
の教示は、少なくとも１つの他のノードと通信する様々なコンポーネントを利用するノー
ド（たとえば、機器）に組み込まれることがある。
【００４４】
　図６は、ノード間の通信を容易にするため利用されることがある数個のサンプルコンポ
ーネントを示す。特に、図６は、ＭＩＭＯシステム１５００のワイヤレス機器１５１０（
たとえば、アクセスポイント）およびワイヤレス機器１５５０（たとえば、アクセス端末
）を示す。アクセスポイント１５１０で、ある程度の数のデータストリームのためのトラ
フィックデータは、データ源１５１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１５１４へ供給
される。
【００４５】
　いくつかの態様では、各データストリームはそれぞれの送信アンテナを介して送信され
る。ＴＸデータプロセッサ１５１４は、符号化されたデータを提供するためにこのデータ
ストリームのため選択された特殊な符号化スキームに基づいて各データストリームのトラ
フィックデータをフォーマットし、符号化し、インターリーブ化する。
【００４６】
　各データストリームのための符号化されたデータは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）
技術を使用してパイロットデータと多重化されることがある。パイロットデータは、典型
的に、既知の方法で処理される既知データパターンであり、チャネル応答を推定するため
レシーバシステムで使用されることがある。各データストリームの多重化されたパイロッ
トデータおよび符号化されたデータは、その後、変調シンボルを提供するため、このデー
タストリームのため選択された特殊な変調スキームに基づいて変調（すなわち、シンボル
マッピング）される。限定されることのない実施例として、いくつかの適当な変調スキー
ムは、２相位相変調（ＢＰＳＫ）、４相位相変調（ＱＰＳＫ）、多相位相変調（Ｍ－ＰＳ
Ｋ）、および多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）である。
【００４７】
　各データストリームのデータレート、符号化、および変調は、プロセッサ１５３０によ
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って実行される命令によって判定されることがある。データメモリ１５３２は、プログラ
ムコード、データ、および、プロセッサ１５３０またはアクセスポイント１５１０の他の
コンポーネントによって使用される他の情報を格納することがある。
【００４８】
　すべてのデータストリームのための変調シンボルは、その後に、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ１５２０へ供給され、（たとえば、ＯＦＤＭのための）変調シンボルをさらに処理す
ることがある。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１５２０は、その後に、ＮＴ変調シンボルスト
リームをＮＴトランシーバ（ＸＣＶＲ）１５２２（たとえば、１５２２Ａ～１５２２Ｔ）
へ供給する。いくつかの態様では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１５２０はビーム形成重み
をデータストリームのシンボルとシンボルが送信されるアンテナとに適用する。
【００４９】
　各トランシーバ１５２２は、１つ以上のアナログ信号を提供するため、それぞれのシン
ボルストリームを受信し処理し、ＭＩＭＯチャネルを介する送信のために適した変調され
た信号を提供するため、アナログ信号をさらに調整（たとえば、増幅、フィルタ処理、お
よび、アップコンバート）する。トランシーバ１５２２Ａ～１５２２ＴからのＮＴ変調さ
れた信号は、その後に、対応するＮＴアンテナ１５２４（たとえば、１５２４Ａ～１５２
４Ｔ）から送信される。
【００５０】
　アクセス端末１５５０で、送信され変調された信号は、ＮＲアンテナ１５５２（たとえ
ば、１５２２Ａ～１５２２Ｒ）によって受信され、各アンテナ１５５２から受信された信
号は、それぞれトランシーバ１５２４（たとえば１５５４Ａ～１５５４Ｒ）へ供給される
。各トランシーバ１５５４は、それぞれの受信された信号を調整（たとえば、フィルタ処
理、増幅、および、ダウンコンバート）し、サンプルを提供するため調整された信号をデ
ジタル化し、対応する「受信された」シンボルストリームを提供するため、サンプルをさ
らに処理する。
【００５１】
　受信（ＲＸ）データプロセッサ１５６０は、その後に、ＮＴ「検出済み」シンボルスト
リームを提供するため、特殊なレシーバプロセッシング技術に基づいてＮＲトランシーバ
１５５４からのＮＲ受信済みシンボルストリームを受信し処理する。ＲＸデータプロセッ
サ１５６０は、その後に、このデータストリームのためのトラフィックデータを復元する
ために各検出済みシンボルストリームを復調し、逆インターリーブ化し、復号化する。Ｒ
Ｘデータプロセッサ１５６０による処理は、アクセスポイント１５１０でＴＸ　ＭＩＭＯ
プロセッサ１５２０およびＴＸデータプロセッサ１５１４によって実行される処理に対し
補完的である。
【００５２】
　プロセッサ１５７０は、使用されるべきプリコーディング行列を周期的に判定する（後
に説明する）。プロセッサ１５７０は、行列インデックス部およびランク値部を備える逆
方向リンクメッセージを編成する。データメモリ１５７２は、プログラムコード、データ
、および、アクセス端末１５５０のプロセッサ１５７０または他のコンポーネントによっ
て使用される他の情報を格納することがある。
【００５３】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信済みのデータストリームに
関する様々なタイプの情報を備えることがある。逆方向リンクメッセージは、その後に、
データ源１５３６からのある程度の数のデータストリームのためのトラフィックデータを
さらに受信するＴＸデータプロセッサ１５３８によって処理され、変調器１５８０によっ
て変調され、トランシーバ１５５４Ａ～１５５４Ｒによって調整され、それぞれのアンテ
ナ１５５２Ａ～１５５２Ｒを介してアクセスポイント１５１０へ返送される。
【００５４】
　アクセスポイント１５１０で、アクセス端末１５５０からの変調済みの信号はアンテナ
１５２４によって受信され、トランシーバ１５２２によって調整され、復調器（ＤＥＭＯ
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Ｄ）１５４０によって復調され、ＲＸデータプロセッサ１５４２によって処理され、アク
セス端末１５５０によって送信された逆方向リンクメッセージを抽出する。プロセッサ１
５３０は、その後に、ビーム形成重みを判定するため使用すべきプリコーディング行列を
判定し、次に、抽出済みのメッセージを処理する。
【００５５】
　図６は、通信コンポーネントが本明細書中に教示されているようなダウンリンク符号制
御オペレーションを実行する１つ以上のコンポーネントを含むことがあることをさらに示
す。たとえば、符号制御コンポーネント１５９０は、アクセスポイント１５１０のプロセ
ッサ１５３０および／または他のコンポーネントと協働することがあり、本明細書中に教
示されているように別の機器（たとえば、アクセス端末１５５０）へ／から信号を送信／
受信する。同様に、符号制御コンポーネント１５９２は、アクセス端末１５５０のプロセ
ッサ１５７０および／または他のコンポーネントと協働することがあり、別の機器（たと
えば、アクセスポイント１５１０）へ／から信号を送信／受信する。ワイヤレス機器１５
１０および１５５０の１つずつに対し、２台以上の上記コンポーネントの機能が単一コン
ポーネントによって提供されることがあることが認められるべきである。たとえば、単一
のプロセッシングコンポーネントは、符号制御コンポーネント１５９０およびプロセッサ
１５３０の機能を提供することがあり、単一のプロセッシングコンポーネントは、符号制
御コンポーネント１５９２およびプロセッサ１５７０の機能を提供することがある。
【００５６】
　本明細書中で説明されているようなアクセス端末は、モバイル局、ユーザ設備、加入者
ユニット、加入者局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ま
たは、ユーザ機器と称されることがある。いくつかの実施ではこのようなノードは、セル
ラー電話機、コードレス電話機、セッション・イニシエーション・プロトコル（ＳＩＰ）
電話機、ワイヤレス・ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、個人情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤ
レス接続能力を有するハンドヘルド機器、もしくは、ワイヤレスモデムに接続された何ら
かの他の適当なプロセッシング機器で構成されるか、これらの内部で実施されるか、また
は、これらを含むことがある。
【００５７】
　したがって、本明細書中に教示された１つ以上の態様は、様々なタイプの装置で構成さ
れ、様々なタイプの装置の内部で実施され、または、様々なタイプの装置を含むことがあ
る。このような装置は、電話機（たとえば、セルラー電話機もしくはスマートフォン）、
コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、携帯通信機器、携帯コンピューティング機器
（たとえば、個人情報端末）、娯楽機器（たとえば、音楽もしくは映像機器、または、衛
星無線機）、グローバル測位システム、または、ワイヤレス媒体を介して通信するように
構成されている何らかの他の適当な機器を備えることがある。
【００５８】
　上述されているように、いくつかの態様では、ワイヤレスノードは、通信システムのた
めのアクセスノード（たとえば、アクセスポイント）を備えることがある。このようなア
クセスノードは、たとえば、ワイヤードもしくはワイヤレス通信リンクを介して、ネット
ワーク（たとえば、インターネットもしくはセルラネットワークのような広域ネットワー
ク）のための、または、このネットワークへの接続を提供することがある。したがって、
アクセスノードは、別のノード（たとえば、アクセス端末）がネットワークまたは何らか
の他の機能にアクセスすることを可能にすることがある。さらに、一方または両方のノー
ドが携帯型でもよく、または、一部の場合、相対的に非携帯型でもよいことが認められる
べきである。さらに、ワイヤレスノード（たとえば、ワイヤレス機器）もまた、適切な通
信インターフェイスを介して（たとえば、ワイヤード接続を介して）非ワイヤレス方式で
情報を送信および／または受信する能力をもつことがあることが認められるべきである。
【００５９】
　ワイヤレスノードは、適当なワイヤレス通信技術に基づくか、そうでなければ、適当な
ワイヤレス通信技術をサポートする１つ以上のワイヤレス通信リンクを介して通信するこ
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とがある。たとえば、いくつかの態様では、ワイヤレスノードはネットワークと関連する
ことがある。いくつかの態様では、ネットワークは、ローカル・エリア・ネットワークま
たは広域ネットワークを含むことができる。ワイヤレス機器は、本明細書中に開示されて
いるような多種多様のワイヤレス通信技術、プロトコル、または、標準規格（たとえば、
ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭＡ、ＷｉＭＡＸ、Ｗｉ－Ｆｉなど）のうちの１
つ以上をサポートするか、または、そうでなければ使用することがある。同様に、ワイヤ
レスノードは、多種多様の対応する変調または多重化スキームのうちの１つ以上をサポー
トするか、または、そうでなければ使用することがある。ワイヤレスノードは、このよう
に、適切なコンポーネント（たとえば、エアインターフェイス）を含むことがあり、上記
もしくはその他のワイヤレス通信技術を使用して１つ以上のワイヤレス通信リンクを確立
するか、または、このワイヤレス通信リンクを介して通信する。たとえば、ワイヤレスノ
ードは、ワイヤレス媒体による通信を容易にする様々なコンポーネント（たとえば、信号
ジェネレータおよび信号プロセッサ）を含むことがある関連付けられたトランスミッタコ
ンポーネントおよびレシーバコンポーネントに関連付けられたワイヤレストランシーバを
備えることがある。
【００６０】
　図７は、本明細書中で教示されているように１つ以上の実施で使用されることがあるア
クセスノード７００（本明細書中ではフェムトノード７００とも称される）の種々のコン
ポーネントを示す。いくつかの実施では、フェムトノード７００が図７に示されたコンポ
ーネントの全部は組み込まないことがあり、他の実施では、フェムトノード７００が図７
に示されたコンポーネントの大半または全部を利用することが認められるべきである。
【００６１】
　簡単に言うと、フェムトノード７００は、他のノード（たとえば、アクセス端末）と通
信するトランシーバ７０２を含む。トランシーバ７０２は、信号を送信するトランスミッ
タ７０４と、信号を受信するレシーバ７０６とを含む。
【００６２】
　フェムトノード７００は、トランスミッタ７０４のための送信電力を判定する送信電力
コントローラ７０８をさらに含むことがある。フェムトノード７００は、他のノードとの
通信を管理し、本明細書中で教示されているように他の関連した機能を提供する通信コン
トローラ７１０を含む。フェムトノード７００は、他のノードへのアクセスを管理し、本
明細書中で教示されているように他の関連した機能を提供する許可コントローラ７１４を
さらに含むことがある。
【００６３】
　送信電力コントローラ７０８は、総受信信号強度および受信パイロット強度に基づくこ
とがある最大許容干渉を判定する干渉判定器７３８を含むことがある。送信電力コントロ
ーラ７０８は、ホームアクセス端末と関連付けられたＳＮＲ値を判定する信号対雑音比（
ＳＮＲ）判定器７４２をさらに含むことがある。
【００６４】
　ノード検出器７２４は、特殊なタイプのノードが所定のカバレッジエリアの中にあるか
どうかを判定することがある。信号強度判定器７２６は、総受信信号強度値（たとえば、
受信信号強度表示：ＲＳＳＩ）を判定することがある。受信パイロット強度判定器７２８
は、パイロット信号と関連付けられた信号強度値を判定することがある。メモリ７１２は
、いくつかの機能的要素の動作と関連して役に立つ多数のパラメータを格納することがあ
る。たとえば、メモリ７１２は、信号強度判定器２２６および受信パイロット強度判定器
２２８によって判定されたパイロット強度および総強度間の既知または推定された関係に
対応するパイロット／総信号強度関係２３２を含むことがある。
【００６５】
　フェムトノード７００は、メモリ７１２に格納されることがある予約済みＤＬＣ　７４
６と、ダウンリンク（ＤＬ）レシーバ７３０と、符号検出器７２０と、符号選択器７３４
とを含む。予約済みＤＬＣ　７４６（フェムト予約済みＤＬＣとも称される）はメモリ７
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１２に保持されることが可能である。別の実例によれば、予約済みＤＬＣ　７４６に対応
する識別子はメモリ２１２に保持されることが可能である。さらに、予約済みＤＬＣ　７
４６は、他の隣接するフェムトノードおよびマクロノードのため共通に定義可能であるこ
とが認められるべきである。
【００６６】
　図８は、フェムトセルにおける自律的なダウンリンク符号選択のためのワイヤレス通信
システム８００の簡易ブロック図である。システム８００は、フェムトセル８１０（本明
細書中で、ＨＮＢ、アクセス端末、フェムトノード、フェムト・アクセスノード、および
、アクセスポイント基地局と称されることもある）と、１台以上のマクロセル基地局８２
０とを含む。システム８００は１台以上の隣接するフェムトノード８３０をさらに含むこ
とがある。マクロセル基地局８２０および隣接するフェムトセル８３０は、フェムトノー
ド８１０の地理的近傍の範囲内であることがある。
【００６７】
　各フェムトノード（たとえば、フェムトノード８１０および隣接するフェムトノード８
３０）は、ダウンリンク上で特殊な擬似雑音（ＰＮ）オフセット（３ＧＰＰ２）またはＤ
Ｌスクランブリング符号（３ＧＰＰにおける１次スクランブリング符号または２次スクラ
ンブリング符号）のため構成することが可能である。
【００６８】
　隣接するフェムトノード８３０がフェムトノード８１０と同じＤＬ符号を使用する場合
、ホームユーザ設備（ＨＵＥ）は正しいフェムトノードと結びつくことができないことが
あるので（たとえば、携帯電話はフェムトノード８１０よりも、１つ以上の隣接するフェ
ムトノード８３０と結びつくことがあるので）、重大な問題が起こる可能性がある。さら
に、復号化性能は低下させられることがある。
【００６９】
　マクロセルネットワークでは、基地局のためのＤＬ符号選択は、ある一定の領域の中で
互いに接近している基地局が異なるＤＬ符号を使用するように、基地局が無線周波数（Ｒ
Ｆ）エンジニアリングを通じて注意深く管理される可能性がある。しかし、一般に、ユー
ザは、専門的なインストーラが関与することなく、フェムトセルを設置し、フェムトセル
をインターネットに接続することがある。したがって、ＲＦプラニングはフェムトノード
のため実際的ではない。さらに、フェムトノードは、長時間に亘って動かされることがあ
り、フェムトセルの場合と同数のＤＬ符号が存在しないことがある。その結果、適切なダ
ウンリンク符号を選択する自律的な方法は、フェムトノードのために望ましい。
【００７０】
　以下では、フェムトノード８１０（さらに図７におけるフェムトノード７００）が記載
されているが、隣接するフェムトノード８３０はフェムトノード８１０に実質的に類似す
る可能性があることが認められるべきである。したがって、隣接するフェムトノード８３
０は、後述される説明に類似する自律的なＤＬ符号選択アルゴリズムを採用する可能性が
ある。
【００７１】
　図７および８を両方ともに参照すると、予約済みＤＬＣ　７４６は、システム８００で
用いるため予め定義される可能性がある。しかし、多数の実施形態では、予約済みＤＬＣ
　７４６は、たとえば、インターネットを介して予約済みＤＬＣをダウンロードすること
により、長時間に亘って適応的に判定されることが可能である。
【００７２】
　予約済みＤＬＣ　７４６は、フェムトノードのため予約されたＤＬ符号のある一定の集
合を含む。たとえば、フェムトノードによる使用のためのこの予約済みＤＬＣ　７４６の
集合は、Ｎが実質的にどんな整数でもよい場合、ＤＬＣｓＦＥＭＴＯ＝｛ＤＬＣ１，・・
・，ＤＬＣＮ｝である。
【００７３】
　限定されることのない実施例として、所定の搬送波周波数のため利用可能である５１２
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個のＤＬ符号が存在すると仮定する。フェムトノードが専用フェムトノード搬送波で動作
する場合、すべての利用可能なＤＬＣ（たとえば、専用フェムトノード搬送波に対応する
すべてのＤＬＣ）はフェムトノードのため予約することが可能である（たとえば、Ｎ＝５
１２）。しかし、フェムトノードがマクロセルとの共有搬送波で動作する（たとえば、マ
クロセル基地局８２０がフェムトノード８１０および隣接するフェムトノード８３０と搬
送波を共有する）場合、利用可能なＤＬＣのある一定の集合はフェムトノードのために予
約されることがある。限定されない実施例として、おそらく６個のＤＬＣがフェムトノー
ドのため予約される。いくつかの実施形態では、部分集合の中のこれらの符号はいずれの
マクロセル基地局８２０によっても使用されない。
【００７４】
　ＤＬレシーバ７３０および符号検出器７２０は、マクロセル８２０および隣接するフェ
ムトノード８３０によって利用されているＤＬＣのためのスキャニングを達成することが
可能である。たとえば、ＤＬＣレシーバ７３０は、マクロセル８２０および隣接するフェ
ムトノード８３０からダウンリンク伝送情報を取得することができる。さらに、符号検出
器７２０は、受信パイロット強度判定器と協働して、ＤＬレシーバ７３０を使用して取得
されたダウンリンク伝送情報の評価に基づいて検出閾値７３６を上回るパイロットエネル
ギーを有する、隣接するフェムトノード８３０およびマクロセル８２０によって使用され
るＤＬＣを特定することが可能である。
【００７５】
　たとえば、自己校正プロセスの間に、フェムトノードは、すべてのＤＬ符号をスキャン
し、検出閾値を上回るパイロットエネルギー（受信パイロット強度とも称される）を有す
るＤＬ符号の集合：ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ＝｛ＤＬＣｉ，ＤＬＣｊ，・・・，ＤＬＣ

ｋ｝を構築することがある。実質的にいくつかのＤＬＣでもこの検出されたＤＬＣの集合
に包含できることが認められるべきである。さらに、符号検出器７２０によって使用され
、メモリ７１２に格納された検出閾値７３６は、プリセットされた閾値、適応的に判定さ
れた閾値、周期的にダウンロードされた閾値、および、これらの組み合わせでもよい。
【００７６】
　フェムトノード７００（たとえば、受信パイロット強度判定器７２８）は、隣接するフ
ェムトセル８３０およびマクロセル８２０の受信パイロット強度（ＲＳＣＰ）を判定する
。受信パイロット強度判定器７２８は、様々な方法で受信パイロット強度を判定すること
がある。たとえば、いくつかの実施では、フェムトノード７００はパイロット強度を測定
する（たとえば、レシーバ７０６は適切なチャネルを監視する）。いくつかの実施では、
パイロット強度に関係する情報は別のノード（たとえば、ホームアクセス端末）から受信
されることがある。この情報は、たとえば、（たとえば、信号強度を測定したノードから
の）実際のパイロット強度測定量、または、パイロット強度値を判定するために使用され
ることがある情報の形になることがある。
【００７７】
　いくつかの実施では、受信パイロット強度は総受信信号強度から推定されることがある
。この判定は、たとえば、メモリ７１２に格納されたパイロット／総信号強度関係７３２
（たとえば、関数、表またはグラフ）の形で具現化された総強度とパイロット強度との間
の既知または推定された関係に基づくことがある。このような実施では、信号強度判定器
７２６は受信パイロット信号強度判定器７２８を備えることがある。
【００７８】
　よって、フェムトノード７００（たとえば、信号強度判定器７２６）は、隣接するフェ
ムトセル８３０およびマクロセル８２０上で総受信信号強度（ＲＳＳＩ）を判定する。信
号強度判定器７２６は様々な方法で信号強度を判定することがある。たとえば、いくつか
の実施では、フェムトノード７００は信号強度を測定する（たとえば、レシーバ７０６は
適切なチャネルを監視する）。いくつかの実施では、信号強度に関係する情報は別のノー
ド（たとえば、ホームアクセス端末）から受信されることがある。この情報は、たとえば
、（たとえば、信号強度を測定したノードからの）実際の信号強度測定量、または、信号
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強度値を判定するために使用されることがある情報の形をとることがある。判定されたＲ
ＳＳＩを用いると、すべてのノードのパイロットエネルギーは、ＲＳＳＩおよびパイロッ
ト／総信号強度関係７３２に基づいて推定されることが可能である。
【００７９】
　フェムトノードはモバイル端末に類似したＤＬレシーバ機能を有すると考えられる。さ
らに、より長い積分時間が符号検出器７２０と組み合わせてＤＬレシーバ７３０を使用す
るフェムトノード探索のため使用できるので、典型的なモバイル端末要件より機能強化さ
れたパイロット検出性能がフェムトノードに対し達成される可能性がある。
【００８０】
　符号検出器７２０は集合ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤを生じ、検出済みのＤＬＣ　７２２
としてメモリ７１２に集合ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤを格納する。一部の事例では、必ず
しも使用されているＤＬＣの全部が検出されるものではない。たとえば、近傍は特殊なＤ
ＬＣを使用していることがあるが、フェムトノード７００は、受信信号エネルギーが非常
に低いので、この特殊なＤＬＣを検出しないことがある。さらに、フェムトノードによっ
て使用されたＤＬＣ、フェムトノードのため予約されたＤＬＣ、または、これらの組み合
わせを包含する集合ＤＬＣｓＦＥＭＴＯが存在する。フェムトノードのため予約されたＤ
ＬＣのこの組み合わせは、予約済みＤＬＣ　７４６としてメモリ７１２に格納されること
がある。集合ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤの中のいくつかのＤＬＣは集合ＤＬＣｓＦＥＭＴ

Ｏの一部である可能性があることに注意を要する。換言すると、隣接するフェムトノード
８３０によって使用されるＤＬＣは符号検出器７２０によって検出されていることがある
。集合ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤの中の残りのＤＬＣは、「マクロセル専用」ＤＬＣの一
部（たとえば、マクロセル基地局８２０によって使用されたＤＬＣ、および、予約済みＤ
ＬＣ７４６から排除されたＤＬＣ）である可能性がある。
【００８１】
　さらに、符号検出器７３４は、ＨＮＢ　８１０によって使用される最適ＤＬＣを選択す
ることがある。よって、フェムトノードは、以下の通り「最良」ＤＬＣを選択することが
できる。ａ）すべてのフェムト予約済みＤＬＣ　７４６が隣接するフェムトノード８３０
によって使用されている場合、検出済み集合の中に存在すべきである。この事例では、フ
ェムトノード７００は、フェムトＤＬＣの予約済み集合の中で最小量の検出済みエネルギ
ーをもつＤＬＣを選定する。ｂ）そうでなければ、フェムトノードは、ＤＬＣの集合から
ＤＬＣの予約済み集合に含まれるが、検出済み集合に含まれないＤＬＣを無作為的に選定
する。
【００８２】
　したがって、符号検出プロセスを擬似コードで記述すると、符号検出器７３４は、以下
のプロセスを達成可能である（たとえば、フェムトノードは、以下のプロセス毎に「最良
」ＤＬＣを選択可能である）。
【００８３】

　　Ｉｆ
　　　　ＤＬＣｓＦＥＭＴＯ⊂ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ（たとえば、すべてのフェムト
予約済みＤＬＣ　７４６が隣接するフェムトノードによって使用されている）。
【００８４】
　　Ｔｈｅｎ
　　　　フェムトノードは、ＤＬＣｓＦＥＭＴＯの中で最小量の検出済みエネルギーをも
つＤＬＣを選定する（たとえば、Ｅｃｐ＿ＤＬＣＳＥＬＥＣＴＥＤ≦Ｅｃｐ＿ＤＬＣｘ　
ここで、ｘ＝１，・・・，Ｎ）。
【００８５】
　　Ｅｌｓｅ
　　　　フェムトノードは、ＤＬＣの集合から、ＤＬＣｓＦＥＭＴＯのメンバであるが、
ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤのメンバではないＤＬＣを無作為的に選定する（たとえば、Ｄ
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ＬＣＳＥＬＥＣＴＥＤ∈（ＤＬＣｓＦＥＭＴＯ－ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ）。
【００８６】

　図９を参照して、ワイヤレス通信環境における自律的なＤＬ符号選択に関する方法が示
される。説明を簡潔にするため、この方法は、一連の動作として表され、説明されている
が、この方法は、ある種の動作は、１つ以上の実施形態では、本明細書中に表され、説明
されている方法と異なる順序で行われ、および／または、他の動作と同時に行われること
が可能であるので、動作の順序によって限定されないことが理解され認められるべきであ
る。たとえば、当業者は、この方法が、状態図の場合のように、一連の相互に関連のある
状態または事象として代替的に表現可能であることを理解し認める。さらに、図示された
動作のすべてが１つ以上の実施形態による方法を実施するため必要であるとは限らない。
【００８７】
　図９に関連して、ワイヤレス通信環境においてフェムトノードのためのダウンリンク符
号の選択を容易にする方法９００が図示されている。ブロック９０２で、少なくとも１台
以上の隣接するホームＮｏｄｅＢ（ＨＮＢ）および１台以上のマクロセル基地局のうちの
１つからダウンリンク伝送情報を受信することが可能である。
【００８８】
　ブロック９０４で、それぞれが検出閾値を上回るパイロットエネルギーを有する検出済
みダウンリンク符号の第１の集合（すなわち、ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ）は、受信され
たダウンリンク伝送情報を評価することにより認識されることが可能である。たとえば、
典型的なユーザ設備要件より良好なパイロット検出性能は、より長い積分時間を使用でき
るので、フェムトノードに対し達成されることが可能である。さらに、検出済みダウンリ
ンク符号の第１の集合の部分集合は、フェムトノードのため予約されたダウンリンク符号
の第２の集合（すなわち、ＤＬＣｓＦＥＭＴＯ）に包含されることが可能であり（たとえ
ば、この部分集合の中のダウンリンク符号は隣接するフェムトノードによって使用される
と判定することが可能であり）、検出済みのダウンリンク符号の第１の集合の残りは、マ
クロセルと関連付けられたダウンリンク符号の部分集合（すなわち、ＤＬＣｓＭＡＣＲＯ

）に包含されることが可能である。さらなる実施例として、検出閾値はプリセットされる
こと、または、適応的に判定されることなどが可能である。
【００８９】
　ブロック９０６で、ユーザ設備へのサービス提供と共に用いられる最適ダウンリンク符
号は、検出済みダウンリンク符号の第１の集合（ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ）に基づいて
選択されることが可能であり、最適ダウンリンク符号はフェムトノードのため予約された
ダウンリンク符号の第２の集合（ＤＬＣｓＦＥＭＴＯ）に由来することが可能である。た
とえば、最適ダウンリンク符号の選択は自己校正の一部として自律的に達成されることが
可能である。さらに、最適ダウンリンク符号は、第２の集合からのフェムトノードのため
予約された全てのダウンリンク符号が隣接するフェムトノードによって使用されていると
き（すなわち、全てのＤＬＣｓＦＥＭＴＯ符号がＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ符号の中に包
含されるとき）、最小量の検出済みエネルギーをもつダウンリンク符号であることが可能
である。さらに最適ダウンリンク符号は、第２の集合からのフェムトノートのために予約
された１つ以上のダウンリンク符号が検出済みダウンリンク符号の第１の集合に包含され
ないとき、検出済みダウンリンク符号の第１の集合（ＤＬＣｓＤＥＴＥＣＴＥＤ）のメン
バではない、第２の集合（ＤＬＣｓＦＥＭＴＯ）からのフェムトノードのため予約された
１つ以上のダウンリンク符号から無作為的に選択されることが可能である。
【００９０】
　このプロセス９００は周期的に繰り返されることがある。限定されることのない実施例
として、図８を参照すると、新しい隣接するフェムトセル８３０がワイヤレス通信システ
ム８００に入り、フェムトセル８１０のため現在選択されているＤＬ符号と干渉すること
がある。周期的な再校正は、フェムトセル８１０が新しいＤＬ符号を選択することを可能
にさせることがある。この再校正は、要求に応じて、または、たとえば、早朝の時間中の



(20) JP 5539329 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

ような低トラフィックが予想される定期的に予定された時間に実行されることがある。
【００９１】
　本明細書中で説明されているコンポーネントは多種多様の方法で実施されることがある
。図１０を参照すると、装置１０００は一連の相互に関連するブロックとして表されてい
る。いくつかの態様では、これらのブロックの機能は、１つ以上のプロセッサコンポーネ
ントを含むプロセッシングシステムとして実施されることがある。いくつかの態様では、
これらのブロックの機能は、たとえば、１つ以上の集積回路（たとえば、ＡＳＩＣ）の少
なくとも一部分を使用して実施されることがある。本明細書中に記載されているように、
集積回路は、プロセッサ、ソフトウェア、他の関連したコンポーネント、または、これら
の何らかの組み合わせを含むことがある。これらのブロックの機能は同様に本明細書中で
教示されているような何らかの他の方法で実施されることがある。
【００９２】
　装置１０００は、様々な図に関して上述された機能のうちの１つ以上を実行することが
ある１つ以上のモジュールを含むことがある。たとえば、ダウンリンク伝送情報受信手段
１００２は、たとえば、本明細書中に記載されているようなダウンリンクレシーバに対応
することがある。検出済みダウンリンク符号認識手段１００４は、たとえば、本明細書中
に記載されているような符号検出器に対応することがある。最適ダウンリンク符号選択手
段１００６は、たとえば、本明細書中に記載されているような符号選択器に対応すること
がある。
【００９３】
　「第１」、「第２」などのような指示を使用する本明細書中での要素への参照は、一般
にこれらの要素の量または順序を限定しないことが理解されるべきである。それどころか
、これらの指示は、２つ以上の要素または要素の事例を区別する便利な方法として本明細
書中で使用されることがある。よって、第１の要素および第２の要素への参照は、２つの
要素だけがここで利用されていること、または、第１の要素が何らかの意味で第２の要素
より先行しなければならないことを意味しない。同様に、特に断らない限り、要素の集合
は１つ以上の要素を備えることがある。
【００９４】
　当業者は、情報および信号が多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表現され
ることを理解するであろう。たとえば、以上の説明を通じて参照されることがあるデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボルおよびチップは、電圧、電流、電磁波
、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは粒子、または、これらのいずれかの組み合わせに
よって表現されることがある。
【００９５】
　当業者は、本明細書中に開示された実施形態と関連して説明された様々な実例となる論
理ブロック、モジュール、回路、および、アルゴリズムステップが電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、または、両方の組み合わせとして実施されることがあることを
さらに認めるであろう。このハードウェアとソフトウェアとの互換性を明瞭に説明するた
め、種々の実例となるコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、および、ステップ
が一般的にこれらの機能の観点で上述されている。このような機能がハードウェアとして
実施されるか、または、ソフトウェアとして実施されるかは、特殊な用途およびシステム
全体に課される設計上の制約に依存する。当業者は記載された機能を特殊な用途毎に様々
な方法で実施することがあるが、このような実施の決定は、発明の例示的な実施形態の範
囲からの逸脱をもたらすものとして解釈されるべきでない。
【００９６】
　本明細書中に開示された実施形態と関連して説明された様々な実証となる論理ブロック
、モジュール、および、回路は、本明細書中で説明された機能を実行するため設計された
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマ
ブル論理機器、ディスクリートゲートもしくはトランジスタ論理、ディスクリート・ハー
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ドウェア・コンポーネント、または、これらのいずれかの組み合わせと共に実施または実
行されることがある。汎用プロセッサはマイクロプロセッサでもよいが、代案では、プロ
セッサは、どのような従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラまたは
、ステートマシーンでもよい。プロセッサは、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの
組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動した１個以上のマイクロプロ
セッサ、または、いずれかの他のこのような構成のようなコンピューティング機器の組み
合わせとして実施されることもある。
【００９７】
　本明細書に開示された実施形態と関連して説明された方法またはアルゴリズムのステッ
プは、ハードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
で、または、両者の組み合わせで具現化されることがある。ソフトウェアモジュールは、
ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、リード・オンリ・メモリ（
ＲＯＭ）、電気的プログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル
ＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、着脱式ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、
または、当分野で知られている他の形式の記憶媒体の中に存在することがある。例示的な
記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むこと
ができるように、プロセッサに連結されている。代案では、記憶媒体はプロセッサに一体
化されてもよい。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣの中に存在することがある。ＡＳ
ＩＣはユーザ端末の中に存在することがある。代案として、プロセッサおよび記憶装置は
ユーザ端末の中に離散的コンポーネントとして存在することがある。
【００９８】
　１つ以上の例示的な実施形態では、説明されている機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、または、これらのいずれかの組み合わせで実施されることがある。
ソフトウェアで実施される場合、機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体に１つ以上の
命令またはコードとして格納されるか、または、伝送されることがある。コンピュータ読
み取り可能な媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの移転を容易に
するあらゆる媒体を含むコンピュータ記憶媒体および通信媒体の両方を含む。記憶媒体は
コンピュータによるアクセスが可能であるどのような利用可能な媒体でもよい。一例とし
て、限定されることなく、このようなコンピュータ読み取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置
もしくは他の磁気記憶装置、または、命令もしくはデータ構造の形式で望ましいプログラ
ムコードを搬送もしくは格納するため使用可能であり、そして、コンピュータによってア
クセス可能であるあらゆる他の媒体を含むことができる。さらに、どのような接続でも当
然にコンピュータ読み取り可能媒体と称される。たとえば、ソフトウェアが同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイステッドペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または、赤外
線、無線およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、
または、他のリモート源から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイ
ステッドペア、ＤＳＬ、または、赤外線、無線およびマイクロ波のようなワイヤレス技術
は、媒体の定義に包含される。本明細書中で使用されているように、ディスク（ｄｉｓｋ
およびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク、光ディスク、デジ
タル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、および、ブルーレイ
ディスクを含み、ここで、ディスク（ｄｉｓｋ）は大抵磁気的にデータを再生するが、デ
ィスク（ｄｉｓｃ）はレーザを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせもま
たコンピュータ読み取り可能媒体の範囲内に包含されるべきである。
【００９９】
　開示された例示的な実施形態についての以上の説明は、当業者が本発明を構成または使
用することを可能にさせるため設けられている。これらの例示的な実施形態への様々な変
更は当業者に直ちに明白であり、本明細書中に規定された一般的な原理は、発明の趣旨ま
たは範囲から逸脱することなく、他の実施形態に適用されることがある。したがって、本
発明は、本明細書中に示された実施形態に限定されることが意図されず、本明細書中に開
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【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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